
平泉産ワインづくりに挑戦！
　東京都出身の関根康之さん、平成28年に町の新規
就農者支援を受けてブドウ栽培を始め、ワインを作って

います。今年の出来具合は？
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表紙の紹介
　

９
月
会
議
で
は
令
和
元
年

度
の
決
算
８
議
案
を
慎
重
審

議
の
上
認
定
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
経
済
へ
の
影
響
は
こ

れ
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
出
て
く

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
さ
い

大好きなおじいちゃんを介護
藤原文雄さんご一家（平泉字鈴沢）藤原文雄さんと利子さん

　文雄さんは仏像の彫刻師で各寺院の仏像や
ふるさと踊りの華

け

鬘
まん

笠
がさ

も作りました。平成
23年から病気で体が不自由になり、利子
さんは介護で大変な時期もありましたが、
同居する孫たちは小さい頃から介護を手伝
い、おじいちゃんはいつも家族の中心にい
ます。

孫の元貴君（11才）・遼貴君（９才）
李々穂さん（７才）
　みんなおじいちゃんが大好きです。小学校
から帰るとおじいちゃんのベッドの周りが
３人の遊び場になります。李々穂さんはおじい
ちゃんの身の回りの世話が得意で、おむつ
の交換もみんなで手伝っています。毎日の
家族介護の中から、子どもたちが身をもって
学んでいることが沢山あると思いました。

ラ
ン
ス
で
醸
造
学
を
学
び
ま
し
た
。

会
社
勤
め
の
後
、
道
の
駅
平
泉
開
業

に
合
わ
せ
て
農
産
物
の
６
次
産
業
化

自
治
体
ほ
ど
危
機
管
理
に
脆

弱
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
感

染
症
も
一
つ
の
災
害
と
捉

え
、
普
段
か
ら
経
済
的
に
足

腰
の
強
い
危
機
管
理
体
制
と

備
え
が
必
要
で
す
。

　

議
会
は
町
と
と
も
に
町
民

の
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
議
案
を

慎
重
審
議
し
、
皆
様
に
「
議

会
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し

て
参
り
ま
す
。

升
沢
博
子　

を
目
指
し
、
ワ
イ
ン
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
平
泉
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
は
「
平
泉
ワ
イ
ナ

リ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
初
め
て

収
穫
し
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
で
ワ
イ
ン
を

作
り
商
品
化
し
ま
し
た
。
収
穫
２
年

目
の
今
年
は
出
荷
量
を
増
や
し
、
平
泉

産
ワ
イ
ン
を
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て

も
ら
い
、
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

平
泉
に
つ
い
て
一
言

　

町
の
皆
さ
ん
が
快
く
受
け
入
れ
て

く
れ
て
住
み
や
す
い
町
で
す
。

　

農
業
分
野
で
も
新
し
い
平
泉
ブ
ラ

ン
ド
の
商
品
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
人

が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

平平
泉泉
にに
ＩＩ
タ
ー
ン
タ
ー
ン
のの
関
根
関
根
さ
ん
さ
ん

　

農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
平
泉

に
就
職
し
、
長
島
地
区
で
ブ

ド
ウ
づ
く
り
を
始
め
て
５
年

に
な
り
ま
す
。
大
学
卒
業
後

６
年
間
、
ワ
イ
ン
の
本
場
フ

おじいちゃんにポーズを取らせようと寄り添って

平泉ワイナリーにて

頑 張 る 人

町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。
議会だよりは再生紙を使用しています
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財政を見るポイント　
1　財政力指数　0.33
前年度から0.01ポイント向上
予算のうちどれくらい自前の財源
で賄えているかを表します。
高いほど財政力が強いことを表し
ます。

2　経常収支比率　90.3%
前年度同率
人件費など毎年度かかる固定費の
割合。数値が高いほど経常的に
使うお金が多いことになります。

3　実質公債費比率　8.6%
前年度から0.5 ポイント向上
一般会計が負担する借金返済額の
割合。数値が高いほどほかの財源
に充てるお金が必要になります。

4　将来負担比率　63.3%
前年度から10.6 ポイント悪化
将来一般会計が負担する借金返済
額の割合。
数値が高いほど他の財源に充てる
お金が必要になります。

決算審査意見（要約）
令和元年度の決算認定にあたり、監査委員から決算審査意見書の報告がありました。

１　収入未済額及び不納欠損額の圧縮
　徴収率、収入未済額は毎年改善が図られている。
税負担の公平性の観点からも引き続き徴収体制の
強化に取り組み、滞納者の支払い能力等個別事由を
調査、判断の上厳正に処理されるよう努められたい。

２　時間外勤務について
　時間外勤務手当が増加している。職員の意識改革、
思い切った取り組みが求められている。組織管理に
おいては業務の平準化を図り業務配分の見直し、
情報の共有化を図り適切な業務管理ができるよう
努められたい。

３　持続可能な財政運営
　新型コロナウイルス感染症の影響で、今後町税等
の減少が見込まれることから、厳しい財政状況が予
想される。今後の事業、施策の展開に当たっては、
健全な財政運営に努められたい。

４　内部統制システムの構築について
　業務内容やそのプロセスを「見える化」する
ことにより、不合理なルールや無駄を排除でき
「最小の経費で最大の効果」に資するものである。
システムを構築すべく努められたい。

　実質公債費比率が減少している
ことから、繰り上げ償還などに
より借入金の総額が減少してい
ることがわかりますが、大規模
事業による令和元年度の借入金
の増額や基金の取り崩しにより、
将来負担比率が悪化しています。

※ 単位未満を四捨五入して表示
していることから、合計が一致
しないことがあります。

自主財源のその他には、高田前工業団地売却代
の１億6743万円、ふるさと納税に係る寄附金
1183万円が含まれています。

自主財源
15億5687万円
29.6％

依存財源
37億1227万円
70.4%

町税
8億3139万円
15.8%

繰入金
2億4627万円
4.7%

その他
4億7921万円
9.1%

地方交付税
19億2079万円
36.4%

国庫支出金
6億8617万円
13.0%

県支出金
3億407万円
5.8%

町債
5億1500万円
9.8%

その他
2億8624万円
5.4%

町民税、固定資産税、
軽自動車税など皆さんが
町に納めている税金です。

自治体の規模や人口に応じて
国から交付されるお金です。

保育や医療など
使い道の決まった
補助金です。

町の借り入れ金
です。

収入
52億

6914万円

基金（貯金）などの
取り崩しです。

繰越金、財産
売り払い代金
などです。

青木町長に審査意見書を提出する
鈴木清三 代表監査委員、真篭光幸 議選監査委員

一般会計

令和元年度決算令和元年度決算どうどう使 使 っったた？？5050億円億円
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議
会
定
例
会
９
月
会
議
は
、
８
日
か
ら
17
日
ま
で

の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
令
和
元
年
度
の
決
算

審
査
で
は
、
特
別
会
計
等
を
含
む
８
会
計
の
決
算
を

認
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
会
議
で
は
、
町
提
出
の
22
議
案
、
議
員

提
出
の
３
議
案
を
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
全
て
可
決

し
て
い
ま
す
。

※資本的収入の不足額は積立金、過年度分の補充金等で補填しました。

平泉スマートインターチェンジ
関連費用に

６億2712万円
・用地取得 4626 万円
・接続道路の工事等 3億 4666 万円
・スマートインターチェンジ
　工事負担金 2億 3420 万円

教育環境の充実に
２億1923万円

・町内小中学校冷房工事 1億 1008 万円
・校務用パソコン整備 2758 万円
・新社会教育施設整備 8157 万円
　 （用 地 取 得　3286 万円
　　建物補償費　2688 万円
　　アドバイザリー委託　1433 万円）
※令和３年度までの継続事業です。

貯金 借金

基金（貯金） 町債（借金）
19.8億円 86.7億円
町民１人当たり
26万円 117万円

【令和２年３月末日人口7413人】

企業誘致の促進に
１億1061万円

　高田前工業団地第２造成地区を
整備し、㈱長島製作所との立地協定
により１区画が売却できました。

工業団地への道路整備に　6561万円
　高田前工業団地への接続道路として、町道宿１号線の整備
を行いました。令和２年度までの整備予定です。

令和元年度各会計決算
会計区分 収入済額 支出済額 差引額

一　　般　　会　　計 52億6914万円 50億8642万円 1億8272万円

特別会計

国民健康保険会計 8億8148万円 8億639万円 7510万円
後期高齢者医療会計 8533万円 8411万円 123万円
健康福祉交流館会計 6734万円 6595万円 139万円
町 営 駐 車 場 会 計 6991万円 6720万円 271万円
下 水 道 事 業 会 計 2億9469万円 2億9250万円 219万円
農業集落排水事業会計 8866万円 7803万円 1063万円

合　　　　　　　　計 67億5655万円 64億8058万円 2億7597万円

基金（貯金）と
町債（借金）の状況

会計区分 収入済額 支出済額 差引額
水道事業
会　　計

収益的収入・支出 2億9705万円 2億6947万円 2758万円
資本的収入・支出 2億3091万円 3億4334万円 △1億1243万円

支出
50億

8642万円

議会費
7606万円　1.5%

総務費
7億4553万円
14.7%

民生費
10億2510万円
20.2%

衛生費
3億281万円
6.0%

労働費 130万円
0.0%

農林水産業費
3億3032万円　6.5%

商工費 1億3987万円
2.7%

土木費
9億9342万円
19.5%

消防費
2億3564万円
4.6%

教育費
7億7193万円
15.2%

災害復旧費
3236万円
0.6%

公債費
4億3208万円
8.5%

医療や介護、子育て
など福祉に使うお金
です。

ご み・し 尿 の
処理や予防接種
などの費用です。

借り入れ金の
返済金です。

道路や橋梁、町営住宅など
の整備に使うお金です。

小中学校、社会
教育施設の維持
管理、整備など
に使うお金です。

第２造成地区整備

完成した小金沢橋

令和元年度決算令和元年度決算どうどう使 使 っったた？？5050億円億円 定
例
会
９
月
会
議

※基金は、令和２年３月 31日現在の額で記載しています。
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問
　
世
界
遺
産
登
録
10
周
年

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
来

年
に
向
け
た
９
年
目
の
機

運
醸
成
の
イ
ベ
ン
ト
も
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
た
が
、
来
年
は

ワ
ク
チ
ン
等
の
開
発
も
期
待
さ

れ
、
10
周
年
記
念
事
業
の
実
行
委

員
会
を
県
と
町
、
両
山
、
関
係
団

体
を
含
め
た
形
で
組
織
し
て
い

る
。
現
在
、
今
年
度
に
実
施
で
き

観
光
振
興

世
界
遺
産
登
録
10
周
年
記
念
事
業
は

財
政
運
営

健
全
化
計
画
の
策
定
は

問
　
人
口
減
少
、
高
齢
化
に

伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
よ
る
税
収
の
減
少
が
予
測
さ

れ
る
一
方
で
、
高
齢
化
の
進
行
に

よ
り
扶
助
費
の
増
額
と
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
、
社
会

教
育
施
設
建
設
事
業
、
そ
れ
ら
に

加
え
て
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維

持
補
修
費
の
増
額
が
想
定
さ
れ

る
。
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
計

画
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　

現
在
進
め
て
い
る
大
型

事
業
を
着
実
に
終
わ
ら

せ
、
令
和
４
年
以
降
、
投
資
的
事

業
を
抑
制
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

健
全
財
政
は
維
持
で
き
な
い
と
考

え
て
い
る
。
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
が
、
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
財

政
出
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

必
要
も
あ
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
し
、
検

証
し
な
が
ら
見
直
し
を
進
め
る
。

　

な
お
、
国
の
動
き
、
自
治
体
を

取
り
巻
く
情
勢
の
中
で
、
大
型
事

業
な
ど
導
入
す
る
場
合
に
は
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
も
行
い
な
が

ら
財
政
計
画
を
見
直
し
て
い
る
。

財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
今
の
状
況
で
十
分
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

審査意見
１ 　健全で安定的な財政運営は町民の安全、安心な暮
らしに直結するものである。将来にわたって持続可
能で安定的な財政運営を目指し、財政健全化計画を
策定するよう努められたい。

２ 　観光振興策については、新型コロナウイルス感染
症の状況を見ながら、慎重な経済対策をとり、来年
度の世界遺産10周年に向けた準備を進められたい。

３ 　子育て支援にあっては、定住化対策のためにも、
若い家族が子育てしやすい環境整備に努められたい。

４ 　委託事業、補助事業及び交付金事業については、
その成果の検証を行い、場合によっては事業の見直
しを行うなど、公平、公正な事業運営にあたること。

５ 　指定管理者が、継続的、安定的な事業運営ができ
るよう必要な措置を講じること。

な
か
っ
た
事
業
を
精
査
し
、
来
年

度
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
開
催
す

る
か
を
検
討
し
、ま
と
ま
り
次
第
、

実
行
委
員
会
を
開
催
し
て
い
き

た
い
。

小野宏之さんご一家（平泉字花立）
　町の予算50億円が最大限に人に繋がる
ような使い方を町の最高決定機関である
議会に望みます。

町の声
Ｈ28～Ｒ１までは実績、Ｒ２は現在の予算額、Ｒ３は財政計画値
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（億円）
一般会計起債（借金）の推移

2.9億円
3.8億円 4.2億円

5.2億円 5.3億円

10.9億円
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子
育
て
支
援

魅
力
あ
る
居
住
環
境
を

問
　
定
住
化
と
子
育
て
環
境

の
充
実
を
目
指
す
中
で
、

今
後
の
町
づ
く
り
の
方
針
は
。

答
　

新
社
会
教
育
施
設
の
中

に
子
育
て
支
援
の
役
割
を

担
っ
た
施
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
今
後
の
当
町
の
施
策
に

お
い
て
も
子
育
て
環
境
と
定
住
化

政
策
は
核
の
部
分
で
あ
る
。昨
年
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
町
内
で
遊
べ
る

公
園
が
欲
し
い
と
提
案
を
受
け
た

が
財
政
的
な
問
題
も
あ
り
、
今
あ

る
史
跡
を
生
か
し
な
が
ら
史
跡
公

園
を
作
っ
て
い
く
の
が
ベ
ス
ト
で

は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

道
の
駅

課
題
解
決
に
町
の
姿
勢
は

令和元年度決算

子
育
て
環
境
の
充
実
こ
そ
が
企
業

誘
致
と
定
住
化
に
お
い
て
も
要
で

あ
る
と
認
識
し
、
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
　
道
の
駅
の
現
状
と
今
後

の
見
通
し
は
。

答
　

指
定
管
理
協
定
の
５
年

間
の
う
ち
３
年
が
経
過
し

た
が
、
積
み
残
し
の
課
題
は
ま
だ

見
受
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

農
業
者
の
所
得
向
上
や
そ
れ
に
付

随
す
る
農
産
物
の
販
売
の
促
進
、

レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
け
る
地
場
産
品

の
活
用
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

７
月
１
日
付
け
で
駅
長
も
替
わ
っ

た
が
、
直
近
の
２
か
月
間
は
黒
字

と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
。
積

み
残
し
の
課
題
に
つ
い
て
は
町
と

し
て
も
し
っ
か
り
中
身
の
指
導
を

し
て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
施
策

弱
者
の
足
確
保
へ

問
　
公
共
交
通
、
代
替
交
通

の
抱
え
る
課
題
と
新
し
い

交
通
手
段
へ
の
見
解
は
。

答
　

県
交
通
が
運
行
し
て
い

た
廃
止
路
線
（
箱
石
か
ら

長
島
、
舞
草
を
経
由
し
一
ノ
関
駅

へ
）
に
つ
い
て
、
距
離
数
に
応
じ

一
関
市
と
平
泉
町
で
代
替
バ
ス
補

助
金
を
交
付
し
、運
行
し
て
い
る
。

利
用
者
が
一
日
数
名
で
あ
り
、
バ

ス
停
ま
で
の
距
離
も
あ
る
。
長
島

か
ら
平
泉
へ
の
足
の
確
保
要
望
は

多
く
あ
る
た
め
、
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。

　

今
後
の
あ
り
方
は
、
公
共
交
通

会
議
で
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
現
在
の
補
助
金
５
１
０
万
円

を
活
用
す
れ
ば
、
新
た
な
方
策
に

結
び
つ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　９月14日、15日に決算審査特別委員会を開催し、令和元年度
歳入歳出決算を審査しました。
　主な質疑及び答弁を一部報告します。

副委員長
大友　仁子

決算審査特別委員長
升沢　博子

子育て支援の充実を
千葉紀子さん親子（平泉字泉屋）
　出産後の体調回復に悩んだ時期が
ありました。お母さんへの産後ケア
充実を期待しています。

町の声

ピヨピヨ広場（保健センター）で
交流する９か月児の親子

決算審査特別委員会　Report
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。

議会定例会９月会議（９月８日～ 17日）
議案番号 議案及び内容 関連ページ
　令和元年度決算の認定
第1号 一般会計歳入歳出決算の認定 2～5
第2号 国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 2～5
第3号 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 2～5
第4号 健康福祉交流館特別会計歳入歳出決算の認定 2～5
第5号 町営駐車場特別会計歳入歳出決算の認定 2～5
第6号 下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 2～5
第7号 農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 2～5
第8号 水道事業会計決算の認定 2～5
　条例の一部改正

第39号
一般職の職員に対する特殊勤務手当支給条例
（特殊勤務手当に新型コロナウイルス感染症に対処す
るための防疫等作業手当を追加）

　令和2年度補正予算

第43号
一般会計補正予算（第5号）
（新型コロナウイルス感染症対策費用5224万円や財政
調整基金への積立金8530万円などを追加）

6

第50号 一般会計補正予算（第6号）
（インフルエンザワクチンの接種助成350万円を追加） 6

第44号
国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
（保険給付費5571万4千円、繰越金を財政調整基金へ
445万1千円積立など追加）

6

第45号 後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
（後期高齢者医療広域連合納付金を追加） 6

第46号 健康福祉交流館特別会計補正予算（第1号）
（消防用設備点検料を減額） 6

第47号 町営駐車場特別会計補正予算（第1号）
（駐車場使用料2165万6千円など減額） 6

第48号
下水道事業会計補正予算（第1号）
（収益的費用128万5千円の追加及び資本的費用85万
円の追加）

6

第49号 水道事業会計補正予算（第1号）
（資本的費用352万4千円の追加） 6

　人事【同意】

第4号
固定資産評価審査委員の任命同意
（須藤昭義氏　任期：令和2年9月28日～令和5年
9月27日）再任

第5号
教育委員会の委員の任命同意
（千葉義信氏　任期：令和2年10月14日～令和6年
10月13日）再任

　契約・その他

第40号
工事請負契約の締結
（町道祇園線道路改良工事（その2）契約締結。請負者：
朝田建設㈱、契約額7476万400円）

6

第41号
財産の取得
（小中学生1人1台タブレット端末の取得4070万円、
購入先：リコージャパン㈱）

6

第42号
水道事業会計未処分利益剰余金の処分
（令和元年度の水道事業未処分利益剰余金2864万658
円の処分を決定するもの）

　報告

第7号
健全化判断比率及び資金不足比率の報告
（実質公債費比率は8.6%、将来負担比率は63.6%、
赤字負担比率等はありませんでした）

3

請願審査・意見書
「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につな
がる少人数学級」の実現を求めることについて
の請願書
　賛成多数で採択しました。

賛成討論［三枚山光裕議員］
　新型コロナウイルス感染防止対策で、学校
教育現場での身体的距離の確保が重要であり、
一人一人の子どもとじっくり向き合い、悩みに
耳を傾け、個別の指導をすることが大切である。

「少人数学級」の実現を求める意見書
　「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につな
がる小学校、中学校、高校の少人数学級」を
速やかに実現するため、必要な措置を講ずること。

　賛成多数で可決し、意見書を関係大臣に送付
しました。

意見書
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める
意見書
　全会一致で可決し、意見書を関係大臣に送付
しました。

意見書
新型コロナウイルスの影響から医療機関・福祉
施設への支援を求める意見書
１ 　医療機関・福祉施設の十分な体制を維持す
るため、経済支援を実施すること。
２ 　医療機関・福祉施設の感染予防具の確保の
ため十分な支援を行うこと。
３ 　新型コロナウイルス感染症の治療薬、ワク
チン開発を速やかに実現できるように、経済
支援を含めた環境整備を行うこと。

　全会一致で可決し、意見書を関係大臣に送付
しました。

議会定例会7月会議（７月27日）
議案番号 議案及び内容 関連ページ
　令和2年度補正予算

第38号
一般会計補正予算（第4号）
（新型コロナウイルス感染症対策
費用1億2337万3千円などを
追加）

6

※詳細はＨＰを
　ご覧ください。

議長交際費を公表します ７月　3500円（県南議長会臨時総会会費）
８月　3000円（建設工事地鎮祭）
９月　   0円
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全員賛成可　決

※採決に議長は参加していません。

　 　 　 　 　 賛 否 の あ っ た 議 題 （賛成：〇、反対×）

議員名

議　案

大
友
　
仁
子

稻
葉
　
　
正

猪
岡
　
須
夫

氷
室
　
裕
史

阿
部
　
圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭
　
光
幸

髙
橋
　
伸
二

佐
藤
　
孝
悟

千
葉
　
勝
男

升
沢
　
博
子

髙
橋
　
拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

認定第 4号　健康福祉交流館特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 認定
議案第46号　健康福祉交流館特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可決
請願第 2号　 「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につながる

少人数学級」の実現を求めることについての請願書 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 9 2 採択

発議第12号　「少人数学級」の実現を求める意見書 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 9 2 可決

令和２年度各会計補正予算
会　　　　計 補正額 補正後予算額

一 般 会 計
（４号） 1億6198万円

62億1097万円（５号） 1億4322万円
（６号） 350万円

国民健康保険特別会計 6019万円 8億1170万円
後期高齢者医療特別会計 123万円 9003万円
健康福祉交流館特別会計 △5万円 7585万円
駐 車 場 特 別 会 計 △1895万円 4755万円
下水道事業（収益的支出） 129万円 3億406万円
下水道事業（資本的支出） 85万円 2億6447万円
水 道 事 業（資本的支出） 352万円 1億8197万円

※単位未満を四捨五入しています。

全員賛成可　決議案第40号 　町道祇園線道路改良工事

祇園線　交差点に信号機は祇園線　交差点に信号機は
　Ｑ県道三日町瀬原線と町道祇園線とのＴ字路に信号機の設置は。
　Ａ警察協議では信号機の設置予定はない。

全員賛成可　決議案第41号 　財産の取得

タブレット端末を小中学生へタブレット端末を小中学生へ
　ＱＩＣＴ活用に向けて支援員の配置は。
　Ａ 学校の教育に理解のある方が、支援員として、先生方の

サポート・研修に回る形が望ましいと考えている。

議案第43号 　補正予算

スマートインターチェンジ駐車場のトイレはスマートインターチェンジ駐車場のトイレは
　Ｑスマートインターチェンジ駐車場のトイレの設置は。
　Ａ駐車場を有効活用し、周辺開発を視野に給排水工事費を予算化した。

議会定例会12月会議
のお知らせ

12月10日（木）～17日（木）
開催予定

議会はどなたでも傍聴できます。
※本会議はインターネットで
　生中継しています。

タブレット端末　593台
　平小275、長小103、平中215

教育用ソフト
　情報分類・整理支援
　教育用動画編集
　プレゼン作成
　レポート・リーフレット作成
　パンフレット作成　など

９／８～17
（10日間）

定例会
９月会議 議案審議
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一　般　質　問

問
　
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
同

時
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
ワ
ク

チ
ン
は
既
に
65
歳
か
ら
助
成

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

１
歳
児
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
は
町
か
ら
２
１
０
０
円
の

補
助
が
あ
る
。
高
校
受
験
を

迎
え
る
中
学
３
年
生
の
家
族

全
員
の
助
成
も
対
象
と
し
て

は
い
か
が
か
。

町

長
　

任
意
予
防
接
種

と
し
て
１
歳
か
ら

15
歳
、
中
学
３
年
生
ま
で
の

方
を
対
象
と
し
た
小
児
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

中
学
３
年
生
の
家
族
全
員
を

助
成
の
対
象
と
す
る
の
は
難

し
い
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
深

刻
化
す
る
中
、
沖
縄
県
読
谷

村
で
は
こ
れ
か
ら
迎
え
る
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
期
に
備
え
て
、
全
村
民
対

象
に
予
防
接
種
費
用
の
全
額

を
補
助
す
る
事
を
決
め
た
。

当
町
に
お
い
て
も
助
成
の
幅

を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

対
象
者
拡

大
は
難
し
い
。

令
和
元
年
度
の
高
齢
者
と
お

子
さ
ん
方
の
助
成
事
業
の
実

施
状
況
は
60
％
の
方
が
受
け

て
い
る
。
接
種
率
を
で
き
る

だ
け
高
め
た
い
。

問
　
今
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
各
家
庭
に
お
い

て
も
収
入
の
格
差
が
生
じ
て

い
る
。
中
学
生
は
部
活
動
や

塾
、
そ
の
他
何
か
と
お
金
が

か
か
る
時
期
で
あ
る
。
町
と

し
て
さ
ら
な
る
支
援
を
求
め

る
。町

長
　

現
在
行
っ
て
い

る
助
成
を
、１
０
０

％
の
方
々
に
受
け
て
頂
き
、

今
後
医
師
会
、
一
関
市
と
も

議
論
し
て
検
討
し
て
い
く
。

町

長
　

平
成
22
年
か
ら

総
数
で
１
０
５
名

で
あ
る
。

問
　
高
齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
の
現
状
は
。

町

長
　

令
和
元
年
中
は

10
件
、
令
和
２
年

７
月
ま
で
は
３
件
と
な
っ
て

い
る
。

問
　
交
通
安
全
支
援
装

置
の
購
入
、
設
置
の

補
助
は
。

町

長
　

国
の
サ
ポ
カ
ー

補
助
金
を
推
奨
し

て
お
り
、
単
独
の
補
助
金
交

付
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
65
歳
以
上
の
自
動

車
運
転
免
許
の
保
有

数
は
。

町

長
　

令
和
２
年
６
月

末
時
点
で
１
７
２
１

名
で
あ
る
。

問
　
運
転
免
許
自
主
返

納
者
の
現
状
は
。

問
　
現
在
、
高
齢
者
で

運
転
し
て
い
る
方
は

１
６
１
６
名
。
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
え
事

故
は
日
本
で
年
間
６
０
０
０

件
起
き
て
い
る
。
車
の
後
付

け
装
置
を
、
国
か
ら
の
補
助

金
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
当

町
に
お
い
て
も
助
成
を
す
べ

き
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
ま
だ
ま
だ
周
知

さ
れ
て
い
な
い
。

町
民
福
祉

課

長
　

何
ら
か
の
手

段
で
サ
ポ
カ
ー

補
助
金
の
周
知
徹
底
を
し
て

い
く
。

大 友 仁 子 議員

こまめな手洗いを！

インフルエンザ予防接種助成、
1 歳 ～ 15 歳、65 歳 以 上、
1000 円上乗せ決定!! みんな
で予防し感染症を防ごう!!

議員の
ひとりごと

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
の
拡
大
は

答
子
ど
も
や
高
齢
者
に
は
費
用
助
成
継
続

高齢者ドライバーの事故防止対策は
答車の後付け装置の補助金は考えていない
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一　般　質　問

一般質問でここここがが聞聞きたい！きたい！ここここがが聞聞きたい！きたい！ 町の考えを問う

●大 友 仁 子 議員…Ｐ9
①  子育て支援
②  高齢者ドライバーの事故防止対策

●氷 室 裕 史 議員…Ｐ10
①  当町の農業がかかえる諸問題
②  ポストコロナを見据えた新しい生活様式に則した
観光行政

●升 沢 博 子 議員…Ｐ11
①  新型コロナウイルス感染対策と防災
②  第二期子ども・子育て支援事業計画と子育て世代
包括支援センター

●真 篭 光 幸 議員…Ｐ12
①  福祉の諸課題
②  集落支援員

●髙 橋 伸 二 議員…Ｐ13
①  新「森林経営管理法」施行に伴う町の対応
②  ユニバーサルデザイン（UD）フォントの学校教育への導入

●猪 岡 須 夫 議員…Ｐ14
①  改正社会福祉法
②  次期総合計画策定
③  少子化対策

●阿 部 圭 二 議員…Ｐ15
①  「新型コロナウイルス感染症」による影響への対策
②  世界遺産の町にふさわしいゴミ集積所
③  水辺プラザの活用と管理
④  入浴施設

●三枚山光裕 議員…Ｐ16
①  新型コロナウイルス感染症への対策
②  「コロナ禍」のもとでの観光政策
③  国保税の引き下げへの見通し
④  平泉町新社会教育施設整備事業

●稻 葉 　 正 議員…Ｐ17
①  花立ため池
②  地域の活性化に重要なSDGsの取組み

　新型コロナウイルス感染症対策特別委員会では、住民
の生活及び地域経済への影響と対策を協議するため、10度の委
員会開催と、商工会・観光協会との懇談会を持ち調査を行ってい
ます。６月、９月の２度にわたり町に対し要望書を提出しました。
　要望の内容は次のとおりです。
１．経済対策
　① 売上が減少している町内中小事業者等へ、町独自の支援策（支
援金制度）を設け、必要に応じた継続的な措置を講じられたい。

　②生産農家への支援を講じられたい。
　③ 観光のあり方を模索し、経済支援にとどまらない息の長い
支援を講じられたい。

　④タクシー事業者への継続した支援策を講じられたい。
２．小中学校の教育支援
３．子育て支援
　 　幼稚園、保育所及び放課後児童クラブに対して、感染症予防
について必要な対応を講じられたい。
４．医療福祉体制強化・支援
　① 医療機関等が感染症に対して引き続き万全な医療体制を堅持
し、迅速な対応ができるよう十分な支援を講じられたい。

　② 介護施設、障がい者施設等に対して、事業継続に向けた感染
防止対策や経営支援策を講じられたい。

５．災害対策計画の見直し

議会の活動をお知らせします。（４月～９月）
・議会本会議（決算委員会含） 11回
・議会運営委員会 10回
・常任委員会 ７回
・広報編集特別委員会 ８回
・新型コロナウイルス感染症
　対策特別委員会 10回
・議会改革推進会議 ２回
・全員協議会 ８回
・町政調査会（幹事会・事業含） ７回

議場のコロナ対策
・空調整備
・換気の徹底
・マスクの着用
・アクリルボードの設置
・傍聴席の間隔を広く

　一般質問は、議員が執行機関である町長などに対し、事業の状況や将来の方針などの
諸問題について問うものです。平泉町では一人60分以内の制限時間で質問を行います。
※掲載している内容は、質問者自身が要約し広報委員が校正したものです。全文は、議会ホームページでご覧いただけます。
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一　般　質　問

問
　
感
染
症
対
策
を
想

定
し
た
、
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
は
。

町

長
　

上
位
計
画
で
あ

る
国
の
防
災
基
本

計
画
、
県
の
地
域
防
災
計
画

の
修
正
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

問
　
現
在
の
指
定
避
難

所
以
外
に
も
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
、
新
た
に
避

難
所
を
増
設
す
る
考
え
は
。

町

長
　

公
共
施
設
10
か

所
の
避
難
所
以
外

に
数
か
所
確
保
し
て
い
る
。

問
　
新
た
に
確
保
し
た

避
難
所
に
つ
い
て
の

公
表
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　

感
染

疑
い
が

あ
る
場
合
な
ど
に
必

要
と
な
る
避
難
施
設

と
し
て
、
新
た
な
２

か
所
は
公
表
し
て
い

な
い
。

問
　
自
主
防
災

組
織
を
対
象

に
し
た
避
難
所
運
営

学
習
会
は
行
う
の
か
。

総
務
課
長
　

９
月

中
に
行

う
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

問
　
ペ
ッ
ト
同
伴
で
避

難
で
き
る
避
難
所
の

想
定
は
。

総
務
課
長
　

そ
の
よ
う
な

事
例
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問
　
乳
幼
児
期
か
ら
学

齢
期
の
橋
渡
し
に
課

題
が
あ
る
と
考
え
る
。
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
の
相

談
支
援
体
制
で
円
滑
な
橋
渡

し
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は

母
子
保
健
型
で
学
齢
期
前
ま

で
と
考
え
て
い
る
。
保
健
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
専
任
の
保

健
師
が
支
援
に
あ
た
る
こ
と

に
な
る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
、

教
育
委
員
会
、町
民
福
祉
課
、

平
泉
、
長
島
両
保
育
所
で
連

携
会
議
を
構
成
し
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

問
　
相
談
支
援
に
あ
た

る
子
育
て
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
の
考

え
は
。

教
育
長
　

各
担
当
が
子
ど

も
の
育
ち
に
丁
寧

に
関
わ
り
、
ブ
レ
の
な
い
連

携
を
取
っ
て
い
く
。
支
援
に

あ
た
る
人
材
は
必
要
だ
が
養

成
に
は
時
間
が
か
か
る
と
考

え
る
。

問
　
令
和
２
年
度
中
に

設
置
予
定
の
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
具
体
的
内
容
は
。

町

長
　

母
子
保
健
と
子

育
て
支
援
の
一
体

的
な
提
供
を
通
じ
て
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
相
談
支
援
を
行
う
。

問
　
待
機
児
童
解
消
対

策
は
。

町
民
福
祉

課

長
　

入
園
児
が
減

少
し
て
い
る
幼

稚
園
に
、
預
か
り
保
育
と
し

て
保
育
園
児
を
受
け
入
れ
る

事
業
を
進
め
、
※

小
規
模
保

育
事
業
も
検
討
す
る
。

問
　
保
育
士
確
保
に
正

職
員
、
任
期
付
き
職

員
採
用
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　

現
時
点
で
来

年
度
新
規
の
採

用
予
定
は
な
い
。

「誰一人取り残さない町にして下さい。」
子育てに悩むご家族から告げられた言葉
にできることは…。

議員の
ひとりごと

升 沢 博 子 議員

地域では自主防災組織が独自に避難所運営勉強会を行っている

感
染
症
対
応
の
避
難
所
運
営
は

答
自
主
防
災
組
織
対
象
に
学
習
会
を

保育・教育、ワンストップの支援を
答関係機関が連携して支援にあたる

※小規模保育事業とは… ０歳から２歳までの保育事業で、６人から９人以下
の保育を行う。11 議会だより   第169号

一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
農
業
の
後
継

者
問
題
に
対
応

し
た
新
規
就
農
者
支
援

事
業
の
内
容
と
具
体
的

な
成
果
は
。

農
林
振
興

課

長
　

５
年

間
、
一
年

毎
に
１
５
０
万
円
を
支

援
す
る
次
世
代
人
材
投

資
資
金
事
業
と
町
単
独

の
支
援
金
一
か
月
５
万

円
、家
賃
補
助
２
万
円
、

補
助
金
を
家
賃
の
２
分
の
１

助
成
す
る
事
業
が
あ
る
。
ど

ち
ら
も
平
成
28
年
に
一
件
ず

つ
支
援
し
て
い
る
。

問
　
そ
れ
ら
の
事
業
成

果
を
伸
ば
し
て
い
く

た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

農
林
振
興

課

長
　

ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
の
も
と
、
新
規
就
農
か
ら

の
２
年
目
研
修
と
経
営
確
立

ま
で
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
る
。

問
　
有
害
獣
侵
入
防
止

柵
（
電
気
柵
）
が
効

果
的
で
あ
る
と
い
う
話
が
あ

る
が
、
管
理
と
整
備
に
不
便

を
き
た
し
て
い
る
と
い
う
話

を
町
民
か
ら
聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
対
応
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

農
林
振
興

課

長
　

今
年
度
中
に

一
関
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
と
一
関
市
と
で
適

切
な
柵
の
張
り
方
を
含
め
研

修
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
ミ
ネ
キ
ン
グ
南
に

あ
る
主
に
農
業
車
両

が
使
用
す
る
斜
路
の
管
理
は
。

建
設
水
道

課

長
　

数
年
前
に
土

砂
の
撤
去
を

行
っ
て
い
る
が
、
再
度
、
河

川
管
理
者
に
伝
え
る
。

観
光
商
工

課

長
　

道
路
の
整
備

は
で
き
て
い
る

が
、
達
谷
窟
ま
で
お
よ
そ
６

キ
ロ
あ
り
、
道
路
の
反
対
側

に
は
何
か
所
か
休
憩
に
使
え

る
東
屋
も
あ
る
が
、
横
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
不

便
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
新

た
な
東
屋
の
設
置
に
つ
い
て

は
道
路
管
理
者
も
あ
り
、
長

期
ス
パ
ン
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の

よ
う
な
視
点
も
考
え
て
い
き

た
い
。

問
　
今
後
、
実
際
に
平

泉
に
来
た
方
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
が
必
要
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
見
解
は
。

観
光
商
工

課

長
　

こ
れ
ま
で
の

平
泉
の
観
光
行

政
で
、
問
題
だ
っ
た
の
は
推

測
を
交
え
た
ニ
ー
ズ
を
も
と

に
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
今

問
　
今
後
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
個
人
旅
行

に
対
応
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町

長
　

こ
れ
ま
で
は
、

巡
回
バ
ス
る
ん
る

ん
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
民
間
に
促
し
て
き
た
。
今

後
は
個
人
旅
行
に
対
応
す
る

た
め
Wi

－

Fi
環
境
を
整
え
、

観
光
協
会
や
ガ
イ
ド
の
会
な

ど
の
案
内
体
制
の
強
化
に
努

め
て
い
く
。

問
　
今
後
の
個
人
旅
行

で
は
大
型
バ
ス
に
よ

る
大
量
乗
り
入
れ
の
団
体
行

動
か
ら
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
今
で

も
達
谷
窟
方
面
に
自
転
車
で

向
か
う
方
を
よ
く
見
か
け
る

が
、
観
光
客
が
自
転
車
で
安

心
・
安
全
に
移
動
で
き
る
環

境
整
備
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
が
見
解
は
。

後
は
可
能
な
限
り
生
の
意
見

を
集
約
し
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

氷 室 裕 史 議員

観光も町政も事業を行う際は憶測では
なく、しっかりと生の声に耳を傾ける
ことが重要ではないか。

議員の
ひとりごと

有害獣侵入防止に効果的な電気柵

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
行
政
は

答
個
人
旅
行
に
も
対
応
し
て
い
く

農業の１０年先をどう考えるか
答６次産業化とブランド化を推進
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一　般　質　問

問
　
森
林
管
理
法
の
改

正
で
、
地
方
自
治
体

に
森
林
の
経
営
管
理
計
画
の

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　
町
の
対
応
は
。

町

長
　

経
営
管
理
が
行

な
わ
れ
て
い
な
い

森
林
所
有
者
へ
の
「
意
向
調

査
」
を
行
い
、「
経
営
管
理

権
集
積
計
画
」
を
作
成
し
、

森
林
の
適
切
な
経
営
・
管
理

に
努
め
る
。

問
　
改
正
森
林
管
理
法

に
定
め
る
取
り
組

み
、
作
業
を
円
滑
に
進
め
る

上
で
の
課
題
は
何
か
。

農
林
振
興

課

長
　

制
度
の
円
滑

運
用
に
は
、
確

実
に
増
大
す
る
業
務
を
着
実

に
処
理
す
る
こ
と
の
で
き
る

実
務
体
制
の
整
備
が
不
可
欠

で
あ
る
。

問
　
今
の
農
林
振
興
課

の
体
制
で
は
消
化
不

良
と
な
る
。

　
専
門
的
な
知
見
を

持
つ
人
材
の
確
保
が

欠
か
せ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

農
林
振
興

課

長
　

林
野

庁
も
林

業
技
術
者
の
確
保
を

求
め
て
い
る
。
地
域

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
の
活
用
や
県
へ

の
代
替
え
執
行
、
民

間
委
託
な
ど
効
果
的

な
手
法
を
検
討
す
る
。

問
　
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
も
視
野
に
専

門
的
知
見
を
持
つ
人
材
を
雇

用
す
べ
き
。

町

長
　

膨
大
な
事
務
・

作
業
量
と
な
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

総
合
的
に
営
林
署
、
森
林

組
合
と
も
つ
な
ぎ
な
が
ら
配

置
等
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

か
る
、
学
び
や
す
く
配
慮
す

る
た
め
の
授
業
改
善
の
重
点

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン

ト
も
そ
の
一
つ
と
な
り
得
る
。

　

Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
の
導
入
・

使
用
は
、
さ
ら
に
研
究
を
深

め
た
い
。

問
　
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を

巡
っ
て
は
、
全
国
的

に
注
目
さ
れ
て
い
る
教
育
委

員
会
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
必

要
が
あ
る
。

教
育
長
　

Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト

を
使
う
こ
と
で
子

ど
も
た
ち
が
見
や
す
く
、
読

み
や
す
く
、間
違
い
に
く
く
、

伝
わ
り
や
す
い
と
い
う
良
さ

が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
配
布
さ
れ
る
中
で
、
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く

か
が
今
後
の
課
題
と
思
っ
て

い
る
。

問
　
小
中
学
校
の
教
育

の
中
に
お
い
て
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

は
、
教
育
長
も
理
解
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

問
　
来
年
４
月
に
は
全

て
の
小
中
学
生
に
学

習
用
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」

が
配
備
さ
れ
る
。

　
学
校
教
育
に
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン

ト
導
入
の
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長
　

教
育
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
に
つ
い
て
は
、
よ
り
分

教
育
長
　

例
え
ば
学
校
か

ら
家
庭
に
発
行
さ

れ
る
校
報
、
学
級
通
信
、
保

健
だ
よ
り
、
こ
れ
も
す
べ
て

変
え
る
と
す
れ
ば
意
識
改
革

が
必
要
に
な
る
。

　

少
し
時
間
を
か
け
て
現
場

と
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

問
　
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
議
論
を

進
め
て
行
く
か
。

教
育
長
　

校
長
会
議
等
で

話
題
を
提
供
し
、

学
校
現
場
の
実
情
を
把
握
し

な
が
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
実

践
事
例
な
ど
の
資
料
を
参
考

に
現
場
で
協
議
し
て
い
く
。

髙 橋 伸 二 議員

長島深山地内森林再生事業看板

ユニバーサルデザイン（UD）フォン
トは、文字の形がわかりやすく
読み間違えにくい文字で、学習
意欲と学力の向上が期待できる
と実証されました。
教育現場への導入を求めました。

議員の
ひとりごと

荒
れ
た
森
林
の
管
理
を
ど
う
進
め
る
か

答
森
林
経
営
管
理
権
集
積
計
画
を
作
成

学校教育にＵＤフォントの導入を
答タブレット配布に合わせた今後の課題
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問
　
要
介
護
度
を
改
善

す
る
た
め
、
特
例
制

度
〈
総
合
特
区
〉
を
活
用
し

て
要
介
護
度
の
改
善
に
貢
献

し
た
通
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
報
奨
金
を
出
す
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

町

長
　

介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
評
価
を

行
い
、
報
酬
を
加
算
す
る
の

は
一
関
地
区
広
域
行
政
組
合

の
所
管
で
あ
る
。

問
　
本
町
に
お
け
る
要

介
護
、
要
支
援
認
定

者
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

５
３
０
名

前
後
と
な
っ

て
い
る
が
、
急
激
に
増
え
て

い
る
状
況
で
は
な
い
。

問
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
と
は
、
在
宅

医
療
・
在
宅
介
護
が
柱
と
な

る
。
現
実
に
は
家
族
の
負
担

が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

要
介
護
者
に
在
宅
か
施
設
へ

の
通
所
・
入
所
を
選
択
す
る

余
地
が
な
い
。
家
に
居
た
い

と
い
う
願
い
を
叶
え
る
た
め

に
、
家
族
と
地
域
が
介
護
の

課
題
を
共
有
す
る
講
座
が
必

要
で
は
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

地
域
で
安

心
し
て
暮
ら

せ
る
在
宅
医
療
・
介
護
の
連

携
事
業
を
平
成
28
年
度
か

ら
、
地
域
の
医
療
・
介
護
関

係
者
・
行
政
の
会
議
と
職
員

研
修
会
や
、
町
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
よ
り
身
近
な

場
所
で
の
出
前
講
座
も
希
望

に
よ
り
開
催
し
て
い
る
。

押
し
す
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
支
援
す
る
方
向
で
検
討

で
き
な
い
か
。

町
民
福
祉

課

長
　

関
係
す
る
担

当
課
と
相
談
し

て
、
今
後
検
討
し
た
い
。

問
　
70
歳
ま
で
の
雇
用

時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま

で
来
て
い
る
。
町
内
の
65
歳

以
上
の
専
門
技
術
を
持
つ
高

齢
者
を
行
政
職
に
就
労
支
援

し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　

町
で
雇
用
す

る
場
合
に
、
職

種
や
職
員
数
、
町
民
の
福
祉

の
向
上
の
た
め
な
ど
、
総
合

的
に
判
断
し
、
必
要
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

集
落
支
援
員

問
　
本
町
に
お
け
る
未

婚
の
非
正
規
就
労
者

は
、
年
金
受
給
状
況
な
ど
か

ら
高
齢
期
に
貧
困
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
予
防
の

た
め
に
、
役
場
内
に
町
内
誘

致
企
業
へ
の
正
規
就
労
を
後

真 篭 光 幸 議員

通所サービス事業所の努力に報いを

議員の
ひとりごと

介護される側も介護する側も高齢化です。
深刻な課題の解決は容易でありません。
地域住民が互いの介護者になる方向性を
考える時代になりました。

誘
致
企
業
へ
の
就
労
相
談
窓
口
を

答
担
当
課
と
相
談
し
て
検
討

介護度改善の事業所に報奨金を
答一関地区広域行政組合の検討課題
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一　般　質　問

問
　
高
齢
者
施
設
の
職

員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
で
き
な
い
か
。

町

長
　

医
療
機
関
や
高

齢
者
施
設
等
の
職

員
の
検
査
は
県
で
検
討
し
、

地
域
で
は
広
域
行
政
組
合
で

確
認
し
て
い
く
。

問
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
る
場
合
の
検
査

費
用
を
補
助
で
き
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

感
染
者
の

把
握
の
た
め

行
政
検
査
と
医
療
機
関
の
対

応
の
程
度
を
広
域
行
政
組
合

で
協
議
す
る
。
助
成
は
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
高
齢
者
施
設
の
職

員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
際
に
、

代
わ
り
の
職
員
が
す
ぐ
に
は

見
つ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
町
の
対
処
は
ど
う
す
る

の
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

事
業
所
同

士
で
連
携
し

て
取
り
組
む
。

問
　
９
月
会
議
で
検
討

し
て
い
る
事
業
所
へ

の
10
万
円
の
支
援
金
は
利
用

者
負
担
増
分
を
考
慮
し
て
い

る
の
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

コ
ロ
ナ
禍

で
も
町
民
の

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
事
業
所
、
職
員
へ
の

特
別
支
援
金
で
あ
る
。

問
　
水
辺
プ
ラ
ザ
に
ト

イ
レ
な
ど
を
設
置
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

建
設
水
道

課

長
　

新
た
な
河
川

占
用
の
事
業

で
、
河
川
区
域
内
の
流
水
を

妨
げ
な
い
構
造
で
あ
る
な
ら

国
と
の
協
議
次
第
で
可
能
で

あ
る
。

問
　
水
辺
プ
ラ
ザ
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
を
整

備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町

長
　

水
辺
プ
ラ
ザ
の

活
用
は
可
能
だ

が
、
河
川
区
域
で
出
水
の
際

に
支
障
と
な
ら
な
い
か
審
査

が
必
要
で
あ
る
。

問
　
水
辺
プ
ラ
ザ
へ
の

雑
草
や
生
ご
み
の
投

棄
が
日
々
増
え
て
い
く
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

建
設
水
道

課

長
　

水
辺
プ
ラ
ザ

の
管
理
は
町
で

あ
る
た
め
、
問
題
が
あ
れ
ば

町
で
対
応
し
処
理
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
に
よ
る
影
響
へ

の
対
策

・ 

世
界
遺
産
の
街
に
ふ
さ
わ

し
い
ゴ
ミ
集
積
所

・ 

入
浴
施
設

議員の
ひとりごと

阿 部 圭 ニ 議員

コロナ感染症で細心の注意を払う老人介護施設

これからの町民の憩いの場所（水辺プラザ）

観光客が戻るか心配だが、いま
こそ昭和の観光をやめて、観光力
を引き上げて、魅力ある新たな
平泉を作るべきではないか。

高
齢
者
施
設
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

答
広
域
行
政
組
合
で
対
応
を
確
認
す
る

グラウンドゴルフやゲートボール場を
答水辺プラザの活用は可能
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問
　
５
年
前
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
長
島
が
10

年
た
つ
と
人
口
が
４
０
０
人

減
り
、
若
い
人
よ
り
高
齢
者

が
多
い
地
域
に
な
る
と
示
さ

れ
た
が
、あ
と
５
年
で
あ
る
。

福
祉
政
策
と
し
て
こ
の
よ
う

な
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
の

は
簡
便
で
安
価
な
交
通
手
段

の
確
保
だ
が
、考
え
を
伺
う
。

町

長
　

調
査
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
公
共
交

通
会
議
で
協
議
を
重
ね
る
。

問
　
町
道
竜
ケ
坂
線
が

シ
ル
バ
ー
カ
ー
利
用

者
や
高
齢
者
施
設
来
訪
者
に

と
っ
て
危
険
で
あ
る
と
周
辺

地
域
の
方
々
が
危
惧
し
て
い

る
が
把
握
し
て
い
る
か
。

建
設
水
道

課

長
　

町
道
は
計
画

的
に
優
先
順
位

に
よ
り
改
良
す
る
。

問
　
将
来
の
人
口
減
少

に
よ
り
地
方
交
付
税

等
が
減
る
と
あ
る
が
企
業
の

誘
致
は
雇
用
の
確
保
だ
け
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　

雇
用
の
場

が
あ
る
こ
と

で
定
住
し
、
町
の
活
性
化
に

資
す
る
と
考
え
る
。

町

長
　

今
、
検
討
に

入
っ
て
い
る
。

問
　
町
内
の
高
齢
独
居

世
帯
及
び
高
齢
夫
婦

世
帯
の
今
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　

国
勢
調
査

の
数
値
で
は
、

平
成
22
年
が
４
０
４
世
帯
、

平
成
27
年
は
５
０
１
世
帯
で

あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

少
子
化
対
策

問
　
改
正
社
会
福
祉
法

が
、
来
年
４
月
１
日

に
施
行
す
る
が
、
相
談
事
を

ま
と
め
て
行
う
新
た
な
相
談

支
援
策
に
な
る
と
考
え
る
。

対
応
は
い
か
が
か
。

町

長
　

関
係
機
関
等
と

精
査
協
議
し
検
討

を
進
め
る
。

問
　
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
と
呼
ば
れ

る
新
た
な
相
談
支
援
策
で
、

人
や
地
域
の
課
題
で
あ
る
育

児
や
介
護
や
生
活
困
窮
、
引

き
こ
も
り
等
、
相
談
事
が
一

つ
で
収
ま
ら
な
い
も
の
に
も

対
応
で
き
る
。
ニ
ー
ズ
が
出

て
き
て
か
ら
で
は
福
祉
は
遅

い
。
国
も
裁
量
を
認
め
財
政

支
援
も
す
る
と
し
て
い
る
。

協
議
や
検
討
で
は
な
く
「
始

め
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
重
ね
て
伺
う
。

猪 岡 須 夫 議員

デコボコで電池が少ないと登れない。冬は危ない！

待機児童発生中

待機児童が３人いる。
町民に失望される町が、
移住者に魅力的な町と
映るだろうか。結婚支
援も魅力無し。町独自
の企画が、今デショ！

議員の
ひとりごと

法
改
正
で
新
た
な
相
談
支
援
を

答
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
す
る

人口ビジョンの改訂は
答今年度中に公表する
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一　般　質　問

問
　
花
立
た
め
池
の
所

有
者
と
管
理
責
任
者

は
誰
か
。
こ
れ
ま
で
の
住
民

か
ら
の
指
摘
や
問
題
点
、
対

応
し
て
き
た
内
容
は
。

町

長
　

た
め
池
の
所
有

者
と
管
理
者
は
平

泉
町
で
あ
る
。
平
成
26
年
度

に
流
入
部
の
一
部
堆
積
物
を

除
去
、
昨
年
度
は
水
路
を
敷

設
、
洗
掘
防
止
対
策
を
実
施

し
た
。

問
　
町
内
の
た
め
池
の

監
視
体
制
は
。
決
壊

時
に
備
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
の
考
え
は
。

町

長
　

降
雨
の
状
況
等

で
町
が
発
令
す
る

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
に
従

い
行
動
す
る
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
今
年
度
作
成
予
定

で
あ
る
。

問
　
池
干
し
、
発

掘
調
査
、
堆
積

土
砂
搬
出
の
予
定
は
。

町

長
　

今
の
と
こ

ろ
実
施
の
予

定
は
な
い
。

問
　
東
側
の
大
木

が
倒
れ
る
と
民

家
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
。
国
や
県
の
助
成
金

や
補
助
金
を
活
用
し
た

早
急
な
対
応
は
。

建
設
水
道

課

長
　

町
道
も
隣

接
、
家
屋
へ
の

被
害
も
考
え
ら
れ
る
。
注
意

深
く
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
危
険

な
場
合
、
随
時
対
応
し
て
い

く
。

問
　
職
員
や
住
民
が
理
解

す
る
た
め
の
方
向
性
は
。

町

長
　

一
人
一
人
に
何

が
で
き
る
か
を
周

知
、
気
軽
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
共
通

目
標
と
し
、
協
働
で

推
進
す
る
に
あ
た
り
、
行
政
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
。

町

長
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
人
材
の
育
成
と

活
用
を
目
指
す
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17

ゴ
ー
ル
の
４
に
「
質

の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」

と
あ
る
が
、本
町
の
方
向
性
は
。

教
育
長
　

平
泉

学
へ
の

取
り
組
み
は
全
世

代
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
関
わ
る
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
　
様
々
な
問
題
を
解

決
し
て
い
く
目
標
や

取
り
組
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ

て
い
く
の
か
。

町

長
　

次
期
総
合
計
画

及
び
次
期
総
合
戦

略
に
お
い
て
、
現
在
策
定
を

進
め
て
い
る
。

問
　
成
功
す
る
人
に
共

通
す
る
特
徴
は
高
い

才
能
や
知
能
で
は
な
く
、
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
る
情
熱
と

粘
り
強
さ
、
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
「
や

り
抜
く
力
」
に
つ
い
て
。

教
育
長
　

や
り
抜
く
力
を

育
て
る
こ
と
も
大

変
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

問
　
現
代
貨
幣
理
論
を

基
に
し
た
財
源
で
の

年
２
％
程
度
の
イ
ン
フ
レ
を

考
慮
、
労
働
意
欲
を
低
下
さ

せ
な
い
金
額
で
の
一
律
給
付

金
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
大

変
な
と
き
こ
そ
字
の
ご
と

く
、
大
き
く
変
わ
る
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　

中
身
を
研

究
し
、
検
討

す
る
。

稻 葉 　 正 議員

ため池の繁茂状況

議員の
ひとりごと

前回の単発 10万円で
はなく、一人毎月５万
円（例）給付。ワーキング
プア、貧困者を減らし、
少子化を止め、地域格
差をなくし、経済成長
を促すベーシックイン
カムで問題解決。

花
立
た
め
池
の
管
理
は

答
最
小
限
の
維
持
管
理
は
随
時
対
応

地域の活性化へＳＤＧｓの取り組みは
答次期総合計画で策定
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
新
社
会
教
育
施
設

の
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー

ジ
に
つ
い
て
、
幅
８
ｍ
、
奥

行
き
３
ｍ
と
狭
い
。
町
民
説

明
会
で
も
意
見
が
出
て
い
る

が
、
設
計
変
更
し
広
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　

説
明
会
と
書
面

に
よ
る
意
見
聴
取

で
、
関
係
者
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
進
め
て
き
た
。

　

限
ら
れ
た
予
算
、
敷
地
面

積
、
工
事
期
間
と
い
う
条
件

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
時

点
で
設
計
変
更
は
考
え
て
い

な
い
。

問
　「
文
化
の
拠
点
」

が
神
社
の
舞
台
（
神

楽
殿
）
よ
り
狭
く
、
集
落
公

民
館
と
変
わ
ら
な
い
。

　
意
見
を
取
り
上
げ
な
い
と

い
う
事

は
、
施
設

に
反
映
さ

せ
る
説
明

会
で
は

な
く
「
意

見
を
聴
い

た
」
と
い

う
「
既
成

事
実
」
を

つ
く
る
た
め
だ
っ
た
の
か
。

教
育
次
長
　

多
目
的
ホ
ー

ル
と
い
う
形
で

進
め
て
い
た
。
12
月
の
建
築

着
工
で
、
開
館
が
遅
れ
て
は

な
ら
な
い
。
施
設
を
ど
う
使

う
か
、
運
営
の
在
り
方
に
つ

要
望
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

る
。
ま
だ
、
総
括
の
段
階
で

は
な
い
が
、
可
能
な
対
策
を

様
々
な
角
度
か
ら
実
施
し
て

き
た
。

　

１
人
10
万
円
の
特
別
給
付

は
１
０
０
％
交
付
と
な
る
な

ど
、
総
じ
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
今
後
と
も
町
内

事
業
者
と
意
見
交
換
し
、
必

要
な
施
策
を
講
じ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
政
策

・ 

国
保
税
の
引
き
下
げ
の
見

通
し

・ 

令
和
元
年
度
決
算

問
　
町
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
、
施
策
を
講
じ
て
き

た
。そ
の
検
証
・
評
価
は
。
今

後
の
手
だ
て
を
講
じ
る
上
で

も
重
要
で
あ
る
。ど
の
よ
う
に

総
括
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
町
が
実
施
し
て
き

た
感
染
症
対
策
は
、
町
民
生

活
を
守
り
、
町
内
事
業
者
を

支
援
す
る
上
で
大
き
な
役
割

を
発
揮
し
た
と
考
え
る
。同
時

に
、引
き
続
き
の
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
今
後
の
支
援
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町

長
　

感
染
症
対
策
は

町
民
、
事
業
者
の

い
て
、
今
後
議
論
を
深
め
て

い
き
た
い
。

問
　
根
源
は
、
令
和
４

年
３
月
完
成
の
起
債

の
条
件
で
あ
り
、
議
会
は
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
予
算
を
当
初

予
算
か
ら
削
除
し
た
。
当
初

か
ら
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。

　
工
事
期
間
の
条
件
は
教
育

委
員
会
や
町
の
責
任
で
は
な
い

か
。問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
町

民
の
声
、願
い
に
応
え
る
立
場

に
立
つ
の
か
、施
設
は
誰
の
も

の
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　

基
本
は
要
求
水

準
書
で
あ
り
、
事

業
者
に
は
、
そ
れ
で
受
け
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

小島神社・神楽殿

八雲神社・神楽殿

三枚山光裕 議員

質問終了後、「血圧上がりませんでしたか」
と議長。町民からは「ヒートアップして
たね」と。血圧が高めで「投薬の水準」？
しかし、議場にエアコンが入ったためか、
「快適」だった。

議員の
ひとりごと

発掘調査中の社会教育施設の建設予定地

施設名 幅 奥行き
小島神社・神楽殿 7.2ｍ 5.6ｍ
八雲神社・神楽殿 6.9ｍ 4.5ｍ
新社会教育施設 8ｍ 3ｍ
18 区 公 民 館 6.3ｍ 2.7ｍ

ステージの広さ比較のイメージ図
社会教育施設は計画寸法。他は実測数

新
社
会
教
育
施
設

ス
テ
ー
ジ
設
計
寸
法

18区公民館ステージ

「
コ
ロ
ナ
対
策
」
検
証
と
今
後
は

答
必
要
な
施
策
講
じ
る

ステージの奥行きを広げるべき
答現時点で設計変更考えていない
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